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要旨
本看護短期大学 (3年課程)平成8年度1年生の女子74名、男子3名、同2年生の女子75名、男子1名
を対象に、保健行動に関する調査を行った。平成7年度に行った調査と同様に、健康観、医療に対する関
心度・理解度、日常生活行動を通して保健行動を探り、教育指導に資することを目的とした。半構成的質
問紙調査を用い、以下の結果を得た。1)健康観が2年生では社会的視野で幅広くなっていた。 2)医療
への関心度は 1年生で高いが、医療への理解度は両学年とも低い傾向であった。しかし、一部項目で学習
の成果が示唆された。 3)日常生活行動では、全般的に 1年生、 2年生間で差異はなく、 2年生ではスポ
ツ実施率が低下した以外は前年度との有意な変化は認めなかった。以上の結果が示唆する意義をより明確
にし教育指導に資するため更なる経時的・多角的検討が必要と思われた。
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1 .はじめに
少子高齢化社会を迎え、我が国の医療をとりまく
環境の変化はめざましい。それに伴い看護の質的・
量的レベルアップの重要性が叫ばれる中、平成7年
4月に本学は開学した。したがって将来の医療の一
翼を担う看護専門職をめざす学生によせる周囲の期
待や関心は大きいものがある。さて著者らは看護学
生の保健行動や日常生活行動を知る目的で本学の平
成7年度1年生(以下、前1年生)を対象として実
態調査を行い、その特徴につき分析し報告した%
前 1年生は入学後、看護教育を受けつつ約1年経過
したが、現在短大2年生(以下、 2年生)となった
中でこれらの行動に何らかの変化が生じているであ
ろうか。また平成8年度1年生(以下、 1年生)の
保健行動や日常生活行動はどのようなものであろう
か。こうした点を明らかにし、学年間、年度間での
差異を含め検討することにより、今後の看護教育を
進める上で有益な示唆が得られると思われる。そこ
で今回、本学の1年生、 2年生を対象に保健行動、
日常生活行動等の実態調査を実施すると共に、前1
年生における結果との対比検討も行ったので報告す
る。
川崎市立看護短期大学
n.研究目的
看護学生の保健行動を把握する目的で、
1.健康観、医療への関心度・理解度および日常生
活行動の実態を知ること。
2. 1年生と 2年生の学年間、および昨年度の前1
年生との差異につき対比検討すること。
を行った。
用語の定義は、著者らがすでに提示したものと同
でーある1)。すなわち、
・保健行動:健康上好ましい行動で、単に知識や態
度のみでなく、社会・経済等の環境要因の影響を
受け、日常生活習慣により形成され、 qualityof 
life (QOL)に向けて変容する行動。
・健康:変化する環境の中で、身体的・精神的・社
会的機能のより高い可能性をめざした動的かっ主
体的なコントロール能力。
・健康観:日常生活機能が維持でき、身体的、精神
的、社会的に良好な調和がとれ、 QOLが高めら
れる状態としての健康を自己実現をめざす立場か
らみた見かた。
・日常生活行動:情報、知識、体験、生活習慣など
により形成され、健康を考える上で重要な行動。
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il.研究方法
1 .調査対象
本看護短期大学(3年課程)学生の平成8年度
の1年生と 2年生各80名中同意が得られた各n名、
76名を対象とした。
2.調査期間
平成8年5月31日--6月4日
3.調査方法
半構成的質問紙による集合調査を行った。質問
内容は、学生の保健行動に関連するもので、健康
観 (2--3段階評価)、医療に対する関心度・理
解度 (5段階評価)、日常生活行動 (3段階評価)
について回答を得た。
4.統計学的分析は、汎用統計学パッケージ
SPSSを用い、 x二乗検定、 t検定を行った。
IV.結果
回答数は、 1年生が77名、 2年生が76名で回答率
はそれぞれ96%、95%であった。
1 .学生の背景
男女比は、 l年生では男性3名、女性74名、 2年
生は男性1名、女性75名で、年齢は、 1年生が18
--36歳、 2年生が19--37歳であったo
2.学生の健康観
図
回
1) r健康であるJことに対する認識について
(重複回答)(Figure 1)。
「健康である」ことに対する認識では、両学
年とも「病気や怪我がない(病気なし)Jをあげ
るものが最多で、 1年生で75.3%、2年生で89.5
%であった。次いで「精神的安定」が1年生で
70.1%、2年生で78.9%、3位が「食欲あり」、
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4位が「睡眠がよくとれる(良眠できる)Jで
両学年共通に上位を占め、過半数の回答がみら
れた。 5位以降は、 l年生では「運動できる」
と「検査異常なし」のお.6%であるのに対して、
2年生では「社会生活が順調J42.1%、「自覚
症状なしJ38.2%の順であり、後2者の項目は
1年生との比較でそれぞれpく0.025、Pく0.05
の水準で有意に高値であった。
2) r睡眠、食事、運動のいずれが健康に大切か」
に関して。
健康に関連する重要因子の睡眠、食事、運動
について、睡眠vs食事、食事vs運動、睡眠時運
動の組み合わせでの比較によりそれぞれ回答を
得た。その結果は、 Figure2 (次ページ)に
示すごとくであった。両学年において食事より
睡眠が大切 (p<O.OO1)であり、運動よりは食
事が大切(1年生:p<O.Ol、2年生:p<O.OO 
1)で、運動よりは睡眠が大切 (pく0.001)と
の回答結果であった。すなわち健康にとって、
睡眠>食事>運動の順の評価であった口
3) r現在、健康であるか」に関して。
1年生の67名、 87%、2年生の67名、 88.2%
の大多数が「現在健康である」と回答していた。
4) rアレルギ一体質」、「便通の異常」および「月
経痛」の有無とその対応方法に関して。
「アレルギ一体質」が1年生24名、 31.2%、
2年生19名、 25%でみられた。「便通の異常」
は1年生42名、 54.5%、2年生41名、 53.9%で、
便秘が大部分を占めていた。また「月経痛」
(女子学生)は 1年生で46名、 62.2%、2年生
では53名、 70.7%で、その対応としては過半数
のものが「薬を服用する」、「我慢する」であった。
42.1 : 
Figure 1 r健康である」ことの認識
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5) i体調不良のとき、すぐ薬をのむ方かJに関
して。
1年生の19名、 24.7%、現2年生の23名、 30.3
%が「はい」であった。
6) i健康上の不安・心配事はあるか」、「死への
恐怖感があるか」に関して。
「健康上の不安・心配事はあるか」について
は1年生の16名、 20.8%、2年生の15名、 19.7
%が「ある」とし、「死への恐怖感があるか」
については1年生の21名、 27.3%、2年生の23
名、 30.3%が「ある」の回答であった。
3.医療への関心度
医療に関連する疾患、治療、環境問題などの21
項目について関心度およひ理解度を調査した。そ
の結果、医療への関心度は Figure3のごときで
あった。全般的に関心度は高く、項目別でみると
関心度の高い項目は、 1年生ではエイズ、癌、脳
死(植物人間)、尊厳死、難病などであり、 2年生
では癌、ホスピス、エイズなどであった。 1年生
と2年生との学年比較で関心度に有意差がみられ
たものが5項目あった。このうち 1年生の方で有
意に関心度が高かったのが感染症、脳死(植物
人間)、薬害(副作用)(pく0.005)および成人病
(pく0.025)の4項目であり、一方、 2年生の方
では避妊の 1項目の関心度が有意に高かった
(pく0.025)。関心度の低かった項目としては、 1
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Figure 2 睡眠、食事、運動のいずれかが大切か
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Figure 3 医療への関心度
年生では人工透析、間接喫煙などであり、 2年生
では人工透析、公害・環境破壊などであった。
4.医療への理解度
医療への理解度は、 Figure4に示すごとき結
果であった。理解度は関心度に比較して全般的に
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?
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61 
直三重宝冨 孟~
非常lこ どちらとも ま勺た常に どちらとも まった〈
ある ある 、えな} な、 な、 ある ある 、えな、 乍、 な、一 一-1 -2 2 
ーーーー -'---0.7:::0.8 -ー---0.8:::0.6
ーー ーー -'---05-=0.9 ← pぐ005→ ーー ーー ・ーー ーー ーー 0.2二0.9
ーーーー目-._-~OZ二 0.8 ← pど0.025→ ーー 』ー ・ーー ーーー-02:::08
ーー ーー ・---0.3=0.8 ← p ぐ0005-0 ーー ーー ・ーー ーー ー-0 三0.9
-ーーーーいーー-0.0工0.9 ーー ・ーー ーー -02==0.8
ーーーー -'---0.6二0.8 ーー ーー ・ー 一ー一--0.3=0.8
-ー一・司ーー-0.5.1:.0.9 ・一一-0，5.，08
ーーーー-.-ー『ー-o.~ 之 0.8 ーーーー・ーーーー-0.4:0.8
ーー ーー ーー *ーー ーー ーー ー--0.3:t1. 1 --'--0.0:::09 
--'--0.0:::0.8 ーー ーー ・ーー ーー ーー -0.0:::1.0
四ー-.---0.3之0.8 ーーーー ・ーーーーーー -0.0::0.9
-ー'---0.9:::0.8 _*__-0-::07 
ーー ーー 一・---04:::0.9 ーーー・一一一-0 ~土 08
ーー ーー ・ーー ーー ー-0.0ニ0.9 ーー ーー ・ー 一ー一一 O 土09
ーーーー ・ー---0_6.:08 ーーーー -'--0;士0.8
ーー ーーー-.---0.2二1.0 ーーーー -'---03::08
ーー ー-'--0.0-:-0.8 ーー ーー ・ーー 一ー一 02:::09
ーー -ー・ー ーー 四ー ・ 0.1三1.0・一 ρぐ0.0.白→ーーーー-.-ーー0.3-_09
ーー ーー ・ー周司事ー -0.0:::0.9
ーー 自由-・ー ーー ーー --0.1主1.1
ーー ーー ・ーー 一一一--0.hO.9
一ーー ーー ・ー ーー ーー 0_Z:~ 0 9 
--・ーーー-0.3:::0_8
ーー ーー ーー ・ー ーー ーー --0.2.-1.0 
{一一一一章一一一一 ψ均1ft"，と傑吻悩是 } 
Figure 4 医療への理解度
低かった。理解度で上位の項目は、両学年とも l
位が避妊、 2位がエイズであった。その他の項目
で比較的理解があるとされたものは2年生におい
てホスピス、インフォームド・コンセントがあっ
た。学年間の比較で有意差がみられたものが4項
目あったが、それらはいずれも 1年生で有意に理
解度が低かった項目で、成人病 (pく0.005)、癌
(p<0.025)、アレルギーおよびホスピス
(pく0.005)であった。
5. 日常生活行動
1)生活習慣について
健康上、必要とされる三大要素である栄養、運
動、休養についての調査結果は次の通りであった
(Figure 5 )。
q凍養について:朝食摂取、栄養への配慮、間食
の3項目について調査した。
a I朝食を毎日食べている」は1年生で6名、
85.7%、2年生で5名、 72.4%であった。朝食
抜きは、 1年生で3名、3.9%、2年生で8名、
10.5%であった。前1年生の調査では、朝食抜
きは6名、 7.9%であったので、 2年生になり
増えている結果であった。
b. I栄養に気を配っているか」については
「いつも」ないし「ときどき」と答えた者は l
年生で59名、 76.6%、2年生で57名、 75.0%で
ほぼ同様であった。2年生は前回の調査では、
52名、 67.6%であったので、栄養に気を配る者
。~ 10~ 20省 3~ 40気 50‘ 
朝食
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がやや増えていた。
C I間食」について 「毎日している」は、 1
年生で10名、 13.0%、2年生で24名、 31.6%、
「ときどきしている」は1年生で53名、 68.8%、
2年生で43名、 56.6%であった。
②運動については、スポーッ、歩くこと、体を動
かすことが好き、の3項目について調査したo
a Iスポーッをしているか」について「毎日
している」は1年生では無く、 2年生で1名、
1.3%であった。「ほとんどしない」は1年生で
39名、 50.6%、2年生で36名、 47.7%であった。
前1年生の調査で 「スポー ツをほとんどしなし、」
ものは14名、 18.2%であった。
b. Iよく歩く」と答えた者は、 1年生で42名、
54.5%、2年生で3名、 42.9%であった。前 l
年生の調査でも同様の結果であった。
C I体を動かすことが好き」について、 「はい」
はl年生で54名、 70.1%、2年生で51名、 67.1
%であり、 学年聞に差はなかった。
③休養については、睡眠と疲労、ストレスについ
て調査した。
a Iよく眠れるか」について 「はい」はl年
生で64名、 83.1%、 2年生で57名、75.0%であっ
た。「いつも寝不足と感じる」はし 2年生と
も23名、 29.8%であった。「平均睡眠時間」は
し 2年とも 6時間が最も多く 、1年生27名、
38.6%、2年生は37名、 48.7%であり、次いで
い 2年とも 7時間で、 15名、19.5%であった。
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Figure 5 生活習慣
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あった。
⑤「規則的な生活をしているか」について、 1年
生は「はい」が36名、 46.7%で、前l年生の調
査と同率であった。 2年生では「はい」は25名、
32.8%と減少していた。
⑤「入浴」の回数については、「毎日入浴」がl、
2年とも69名、 89.6%であった。
⑦「歯磨き」について、「毎食後」または 「朝夕」
をあわせて、 l年生は76名、 98.7%、2年生は
72名、 94.7%であった。
⑧「新聞やテレビの健康情報に注意しているか」
について、円、つも注意している」はl、 2年
とも12名、 15.6%であった。「ほとんど注意し
ていない」は l年生17名、 22.0%、2年生.30名、
39.5%で、 2年生は前 l年生時の21名、 27.3%
より、増加していた。
2年生では5時間が12名、 15.8%であった。前
l年生の調査では、 7時間が最も多く、 25名、
32.5%であった。
b. I疲れやすい」について 「はしリは、 1年
生で40名、 51.9%、2年生で34名、 4.7%であっ
た。前1年生の調査では45名、 58.4%が疲れや
すいと答えているO 学習環境の変化に適応しつ
つある過渡期の現象とも思われる。
C I緊張やイライラ」などのス トレスがある
か、について「はい」は 1年生で28名、 36.4%、
2年生で34名、 44.7%であった。前1年生では
「はい」は42名、 54.4%であり、ストレスを感
じるものは少なくなっていた。
2 )健康に関わる習慣について (Figure6) 
飲食、喫煙、食事制限、塩分摂取、規則的生活、
入浴、歯磨き、健康情報への関心について調査し
3)社会生活について (Figure7 (次ページ))
社会生活上必要とされるもの、あるいは役割が
期待されるものとして、食事の支度、掃除、友人
関係、サークル活動、家族の中での役割、家族と
の話し合い、ボランティ ア活動、新聞を読む、な
どの項目につき調査した。
① 「食事の支度」調理も含めて、 「いつもしてい
る」は1年生25名、32.3%、2年生で23名、 30.3
%であった。食事の支度を「ほとんどしない」
は1年生では21名、 27.3%であり、 2年生では
20名、 26.3%で、前1年生の調査と同様の結果
であった。
た。
①飲酒は 「ほとんどせず」は1年生で64名、 83.1
%、 2年生で45名、 59.2%であった。
② 「喫煙せず」は1年生で71名、 92.2%、2年生
で63名、 82.9%であった。2年生は昨年より飲
酒 ・喫煙率は上がっていた。
③「食事制限」については、 「いつもJと「時々
している」ものは1年生で43名、 5.9%、2年
生で41名、54.0%であった。
④「塩分摂取」について 「漬け物や佃煮を毎日食
べている」と答えた者は、 1、2年生とも12名、
15.6%であった。ほとんど食べない者は20%で
年生
2年生
100諸
担也ぉ
斗圏布
切?
辺自
一一一一邸側Il!~lm~j 州側側閣制制m'l'l 肺説日開欄llifili問問問問目欄間際問源問野市
開明fitfil1i:ml' 日目 ~!i[l~~W!lmtJ. i!l*~!:~n!I~!~~~:~liril!f 開 :I~mHilflHlf 附時~I:~ 抑制限榔榊 ~I.
取臨時事脱出1I1~j 附RilI m*l'f附謀総務担州…一
繍:例制刷山口山川町山四桜山
9011 
附州側側
:j!ii(!判例榊 :~lirI:lHilililil!liiil:lilil il!iilili~~I :I:Þ 
町時同日悦革1州仙l
魁1m滋
阿部
」
??
80弱
感彊臨画霊璽
mm淵締罰府関碗博嗣1捌H1;:1"
冊占師 ~!mif:f:f~imiimI/:Hil:i'iii:lil:I:~W~]i
70‘ 60得50‘ 
制~I:ilj~i~叩
?
40¥ 
雌幽盟亜蹴U
週彊函阻邑
盛E
郡明
3011 20気1011 。!‘
酒
たItこ
食事の制限
規則生活
塩分
外食
入浴
歯周Eき
鍵感情報
健康に関わる習慣
63 
Figure 6 
②「自分の部屋の片づけや掃除」について「毎日
している」は1年生で5名、 6.5%、2年生は
6名、 7.9%であった。「時々 しているJは、 1 
年生で69名、 89.6%、2年生で62名、 81.7%で
あった。 2年生については、前 1年生時に比べ
て 「毎日している」が減少していた。
③友達との関係について、 「何でも話せる友人が
いる」はl年生で61名、 79.0%、2年生は51名、
65.8%であった。「友人がいない」は1年生で
2名、2.6%、2年生は6名、 7.9%であった。
「理解ある先輩がし、る」は1年生で19名、 24.7
%、2年生は17名、 2.4%で、円、なL、」と答
えた者は1年生で36名、 76.8%、2年生は50名、
65.8%であった。後輩との関係についても、先
輩関係と同様の傾向であった。
④サークル活動の実施について、 「いつもしてい
る」と 「時々 している」を合わせて、 l年生は
17名、 2.1%、2年生は56名、73.7%で、 2年
生の方が実施率が高かった。昨年の調査と比べ
ると、 2年生の実施率はやや上昇していた。
⑤家族の中で自分の役割をもっているかについて、
1年生で 「ある」は43名、 55.8%、2年生は37
名、 48.7%、「ない」は1年生で9名、11.7%、
2年生で8名、 10.5%であった。
⑤家族とよく話し合いをするか、について 「はい」
と答えたものは、 1年生で43名、5.8%、2年
生で36名、 47.4%であり、 「ほとんど話さない」
は1年生8名、 10.4%、 2年生16名、 21.1%で
あった。2年生は家族と話し合いが少ない傾向
にあったが、有意差はなかった。
⑦ボランティア活動について、 「時々 している」
は、 1年生で11名、 14.3%、2年生で5名、
6.6%であった。「していない」は1年生で65
名、 84.4%、2年生で71名、 93.4%であった。
③社会生活上の情報を得るために新聞はどのく ら
い読んでいるのか、の問いに「いつも読んでい
る」は、 1年生で18名、 23.4%、 2年生では16
名、21.1%、「時々読んでいる」は1年生が3名、
43.9%、2年生が30名、 39.5%であった。「ほ
とんど読まなLリ は1年生は26名、 33.8%、2
年生で30名、39.5%であった口
⑨医学看護学の雑誌の購読については、 「いつも
読んでいるJr時々読んでいる」をあわせると、
1年生で16名、 20.8%、2年生で2名、 28.9%
であった。前1年生の調査の28名、 36.2%より
低くなっていた。
4)その他
通学時間について、 1時間以内の者は、 1年生
37名、48.1%、2年生21名、27.6%であった。平
均通学時聞は、 1年生57.4分、 2年生71.3分で、
2年生が高かった (pく0.05)。
v.考察
健康についての認識では、 上位4項目は両学年に
おいて相違はなく、単に 「病気がない」だけでなく
「精神的に安定している」、 「食欲がある」、「良眠で
側 1~ 20¥ 30¥ 40'> 50‘ ω‘ 70笥 80¥ 90‘ 100覧
食事の支度
そうじ
友人
サーウル活動
自分の役割
買~t.iと話し合い
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Figure 7 社会生活
-64-
l年生
2年生
きる」など日常生活での体調の良さを重視した回答
であった。とりわけ精神的安定性をあげるものが多
い点は注目に値すると思われた。一方、学年間で差
がみられた項目があり、 2年生において「社会生活
が順調」、「自覚症状がなL、」をあげるものが 1年生
と比較して有意に多かった。特に前者に関しては前
1年生時の調査結果と対比しでも有意に多くなって
おり (pく0.000、この理由として入学後の教育に
より社会的視野で幅広く健康というものを捉えるよ
うになったためとも考えられた。後者については健
康観に対して個人の感覚が重視されている可能性が
示唆された。また2年生で「スタミナがある」をあ
げたものが前 l年生時と比較して多くなっており
(pく0.05)、講義、実習、試験と多忙な学業の中で
の実感と見なすことができょう。
睡眠、食事、運動の 3者につき健康にとっての大
切さの比較を質問したところ、両学年とも明確に、
睡眠>食事>運動の順で大切であるとしていた。
食事と運動との差が2年生では大きく、1年生、前 1
年生時の成績と比較して有意差を認めた(p<0.005)。
これは健康についての認識で、食欲があることを71.1
%の2年生があげたこととも関連して、 2年生は入
学後の教育指導により食事の重要性を再認識してい
るためとも考えられた。
「現在、健康であるか」、「アレルギ一体質」、「便
通の異常」、「月経痛」、「体調不良のとき、すぐ薬を
のむ方か」、「健康上の不安・心配事はあるか」、「死
への恐怖感があるか」の項目については両学年間で
差異は認めなかった。なお、 1年生の87%、2年生
の88.2%の大多数が「現在健康である」と回答し、
他大学の77.3%と比較しでも高率であったが5)、決
して100%の健康状態ではなかった。すなわち、月
経痛(女性)や便通異常が過半数に見られ、約1/4
の学生がアレルギ一体質、薬をすぐのむ方で、また
健康上の不安や心配事があり、死への恐怖感がある
としていた。このように学生個人個人が少なからず
健康上の課題を持ちつつ生、活している実態がみられ
た。
医療への関心度に関しては、「エイズ」、「癌」、
「尊厳死」などで高かったが、これらは現在、制句・
社会的にも注目されている。学年間で比較すると全
般的に1年生の方で関心の高い項目が多かった。 2
年生は前1年生時の調査結果と比較しても「インフォー
ムド・コンセントJ1項目のみ統計学的有意差はな
いが上昇していたに過ぎなかった。この理由は、 1
年生が医療全般に一般的視野で強い関心を持ってい
るのに対して、 2年生では学習が進む中でより現実
的・具体的な問題として各項目を捉えつつある過程
であり単に「関心がある」対象と言えなくなってい
るのかも知れない。医療への理解度に関しては、関
心度と比較して全体的に低く、「ある」との回答は
少数であった。その中で「避妊」、「エイズ」の理解
度は比較的高く、当該世代の身近な問題として知識
が備わっているとも考えられた。 2年生では、「イ
ンフォームド・コンセント」、「癌」、「ホスピス」な
どで理解があるとするものが多かった。特に「イン
フォームド・コンセント」については統計学的には
有意ではないものの前1年生時と比べて25名から36
名に増加しており、講義などを通して学習が進んで
いることが伺われた。看護学生は医学生と比較して
知識を得ることにより禁煙などの保健行動に反映さ
れることが多いとの指摘がある2)。正しい確実な知
識と理解は教育するもの、されるもの両者にとって
極めて重要であろう"。
次に、学生の日常生活行動について、生活習慣、
健康に関わる習慣、社会生活の3点に分けて検討し
たところ、この年齢層の学生としての特徴が明らか
になった。すなわち、
①朝食抜きの不規則食事は若い世代の特徴と一般
的に言われているが、本学の学生の場合は7割
以上は摂取され、栄養への気配りもしている。
間食は空腹を補うだけでなく、楽しみやストレ
ス解消にも役立つとされているO 甘味の摂取率
がl、2年とも 9割以上あり、甘いおやつは欠
かせないものとなっているようであった。
②2年生について、前1年生時の調査結果と大き
く変化した項目は、スポーツの実施率であった。
スポーツをほとんどしない学生が、 18.2%から
47.4%に増えた。
理由はなぜか。疲労との関連についてみたが、
2年生になって疲れていると答えた者は減少し
ている。学習時間との関連、試験やレポートで
時間がないということとの関連を調べる必要が
あるだろう O
③ l年生と 2年生の生活習慣については、ほとん
ど同様の傾向を示した。やや違いがあると思わ
れた項目は、食生活について、 2年生の方が
「毎日甘いものを食べる。間食をする」率が高
く、曙好品についても、飲酒、喫煙率か高いが、
明らかな差はなかった。なお、飲酒や喫煙の習
慣と健康との関係については、プレスローの調
査4)でも明らかにされているが、本学生の飲
酒・喫煙率は、他の同世代の若者と比べて、有
意に低かった。社会生活について「家族との話
し合Lリ「家族の中での自分の役割」は、 l年
生の方が高い傾向を示した口また、サークル活
動は、 1年生は入学直後であり、 2年生の方が
実施率が高いのは当然の結果であった。
④通学時間において、 1年生が14分ほど短いが、
本年は推薦入学の実施により市内通学学生が増
えたことによると思われた。
以上述べた如く、今回の検討でいくつかの特徴的
な実態が浮き彫りにされた。これらを土台にしてこ
れからの本学における看護教育の質の向上に励みた
いと考えている。しかし、一方ではここで示された
実態調査結果とその考察は、あくまでも本年度1年
生、 2年生での分析と昨年度の前1年生の結果とを
対比して得られた限定的なものである。したがって、
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A Study of Students' Health Behavior (second report) 
-The view of health， interest in health care and daily life一
Seiji MITA， Kimie SHIBAHARA， 
Kimiko KASHIRO， Yasuko AOKI， 
Masahiro ISA W A， Motoi OE， 
Yasuko JINDA， Fumio TAKEUCHI， 
Teruko KUNIOKA 
Absutract 
We inquired of 77 first graders (74 female， 3 males) and 75 second graders (75 females， one male) of 
our nursing college (three-year course) about their health behavior. A semi-free answer， gang question-
naire survey was conducted in order to identify their knowledge about and interest/understanding of 
health and therealities of daily life. The results were as follows. 
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1) In second graders，widely recognition about hea1th was observed. 
2) First graders had more Interest in health care than second graders. Both graders had poor understand-
ing of hea1th care. 
3) There were no difference between the two graders about daily life activity. 
From this study， we got useful suggestion for our future nursing education. 
Keywords: 
N ursing student， Health behavior， View of health， Daily life activity， Interest/Understanding of 
helth care. 
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